
子育て＆健康テーマに新拠点　３
商店街・来街者双方への調査で結果から提言 　２
介護相談カフェ、空き店舗に登場　４

平
成

年
度
　

商
店
街
活
性
化
推
進
調
査
・
研
究
事
業
委
員
会
ス
タ
ー
ト

高
齢
者
万
引
き
へ
の

特
性
を
考
慮
し
最
善
策
を
提
言

対
応
と
　

　
防
止
策

商
店
街
で
の
開
業
支
援

受
講
希
望
者
を
募
集
中

都
中
小
企
業
振
興
公
社
で
７
／

ま
で

地
域
と
の
連
携
に
活
路

地
場
資
源
の
価
値
引
き
出
し
Ｐ
Ｒ

見
逃
す
？
　

注
意
す
る
？

常
連
客
へ
の
意
識
も
調
査

『
２
０
１
５
年
版
中
小
企
業
白
書
』の
概
要

お
年
寄
り
の

万
引
き
防
止
年度都振連
調査報告書⑥

地
域
交
流
で
の
抑
止
に
期
待

新
制
度
の
ご
案
内

特
別
区
学
生

消
防
団
活
動
認
証

東
京
消
防
庁 ��������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������
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（毎月５日発行）

　
東
京
都
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
で
は
６
月

日
に
、
「
平
成

年
度
商
店
街
活
性
化
推
進
調
査
・
研
究
事
業
委

員
会
」
（
委
員
長
＝
齊
藤
得
彌
　
板
橋
区
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
青
年
部
長
）
の
第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

３
カ
年
度
に
わ
た
る
万
引
き
関
連
調
査
・
研
究
事
業
の
最
終
年
度
と
し
て
、
今
年
度
は
高
齢
者
の
万
引
き
対
応
方
法

の
参
考
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を
目
標
と
す
る
。
今
後
、
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

じ
て
商
店
街
・
個
店
の
対
応
状
況
と
対
策
事
例
を
探
り
、
委
員
会
指
針
と
し
て
、
高
齢
者
の
万
引
き
犯
へ
の
対
応
の

仕
方
や
個
別
判
断
す
る
要
素
を
ま
と
め
て
報
告
書
を
作
成
。
今
年
度
末
ま
で
に
都
振
連
傘
下
約
４
０
０
の
商
店
街
振

興
組
合
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
都
振
連
Ｈ
Ｐ
で
も
広
く
紹
介
し
て
い
く
。

委
員
会
メ
ン
バ
ー
ら
が
活
発
に
意
見
交
換

　
中
小
企
業
庁
は
こ
の
ほ
ど
、「
２
０
１
５
年
版
中
小
企
業
白
書
」（http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/haku
syo/index.html

）お
よ
び「
２
０
１
５
年
版
小
規
模
企
業
白
書
」（http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo
/syoukiboindex.html

）
を
公
開
し
た
。
本
紙
で
は
商
店
街
に
関
わ
り
の
深
い
部
分
を
中
心
と
し
て
、
先
月
６
月
号
で

の
小
規
模
企
業
白
書
の
概
要
の
紹
介
に
続
い
て
、
本
号
で
は
中
小
企
業
白
書
の
第
３
部
『
「
地
域
」
を
考
え
る
』
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
東
京
都
と
（
公
財
）
東
京

都
中
小
企
業
振
興
公
社
で

は
、
今
年
も
商
店
街
で
開
業

し
た
い
方
を
対
象
と
し
た

「
商
店
街
起
業
促
進
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
で
、
そ
の
参
加
希

望
者
を
募
集
し
て
い
る
。
本

事
業
で
は
、
少
人
数
制
に
よ

る
講
義
と
グ
ル
ー
プ
討
議
で

店
舗
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
り
込

み
、
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
通
じ
て
事
業
計
画
書

の
完
成
度
を
高
め
て
い
く
。

商
店
街
視
察
の
ほ
か
、
希
望

者
に
は
商
店
街
の
空
き
店
舗

等
で
の
店
舗
運
営
１
日
現
場

体
験
も
盛
り
こ
ま
れ
て
い

る
。

　
事
業
修
了
者
に
は
、
法
人

商
店
街
で
の
開
業
に
当
た
っ

て
利
用
で
き
る
助
成
金
な
ど

も
紹
介
。
こ
れ
ま
で
に
、
和

雑
貨
屋
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ

ム
、カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
レ
ン
チ
、

餃
子
屋
、
ジ
ャ
ズ
セ
ッ
シ
ョ

ン
店
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
開
業

実
績
が
あ
る
。
募
集
概
要
は

以
下
の
通
り
。

▼
実
施
期
間
　
９
月

日

（
木
）
～
来
年
３
月
末
（
全


回
）
、
午
後
６
時
～
９
時

▼
会
場
　
東
京
都
中
小
企
業

振
興
公
社
・
会
議
室
（
千
代

田
区
秋
葉
原
）

▼
募
集
人
数
　

名
程
度
＝

書
類
と
面
接
で
審
査
（
面
接

は
８
月

日
ま
た
は

日
）

▼
応
募
条
件
　
商
店
街
で
開

業
し
た
い
方
・
開
業
プ
ラ
ン

を
お
持
ち
の
方

▼
応
募
締
切
　
７
月

日

（
水
）（
郵
送
は
消
印
有
効
）

▼
申
込
方
法
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵

送
、
東
京
都
中
小
企
業
振
興

公
社
Ｈ
Ｐ（http://www.tok

yo-kosha.or.jp/support/shie

n/shonin/sokushin.html

）

※
申
込
用
紙
は
産
業
労
働
局

商
工
部
（
都
庁
第
一
本
庁
舎


階
）
、
東
京
都
中
小
企
業

振
興
公
社
窓
口
等
で
配
布

▼
申
込
先
　
東
京
都
中
小
企

業
振
興
公
社
　
新
事
業
創
出

課
☎
０
３
・
５
８
２
２
・
７

２
３
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
５

８
２
２
・
７
２
３
８

　
東
京
消
防
庁
で
は
今
年
４

月
よ
り
、
学
生
消
防
団
員
の

就
職
活
動
を
支
援
す
る
「
特

別
区
学
生
消
防
団
活
動
認
証

制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
学
、

大
学
院
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
生
が
特
別
区
の
消
防

団
員
と
し
て
消
防
団
活
動
を

行
っ
た
功
績
を
東
京
消
防
総

監
が
認
証
し
て
、
「
特
別
区

学
生
消
防
団
活
動
認
証
証
明

書
」
を
交
付
し
、
就
職
活
動

に
お
い
て
企
業
へ
提
出
が
で

き
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
に
と

っ
て
は
、
採
用
活
動
に
お
い

て
優
秀
な
人
材
の
見
極
め
や

災
害
対
応
力
の
向
上
が
、
学

生
に
と
っ
て
は
防
災
知
識
や

技
術
、
経
験
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
が
得
ら
れ
、
ま
た
就

職
活
動
で
ア
ピ
ー
ル
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
地
域
に
と
っ

て
は
、
学
生
の
消
防
団
へ
の

入
団
で
将
来
の
地
域
防
災
の

中
核
を
担
う
人
材
を
確
保
で

き
ま
す
。
商
店
街
関
係
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ぜ

ひ
採
用
活
動
な
ど
に
ご
参
考

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消

防
署
・
消
防
団
本
部
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
１
回
委
員
会
で
は
、
昨

年
度
の
調
査
・
研
究
事
業
結

果
を
振
り
返
り
、
検
挙
さ
れ

た
高
齢
者
が
万
引
き
を
行
っ

た
の
は
、
業
種
と
し
て
は
ス

ー
パ
ー
・
量
販
店
・
コ
ン
ビ

ニ
が
多
数
を
占
め
、
商
品
と

し
て
は
食
品
に
集
中
し
て
い

る
と
の
結
果
を
確
認
。一
方
、

商
店
街
に
お
け
る
一
般
の
物

販
店
で
は
高
齢
者
が
店
と
の

日
常
的
な
関
係
性
を
逆
手

に
、
買
い
物
品
に
紛
ら
わ
せ

て
一
部
商
品
を
巧
妙
に
く
す

ね
て
い
る
事
例
や
、
そ
れ
を

知
っ
て
い
る
が
注
意
で
き
な

い
事
例
な
ど
が
多
数
あ
る
こ

と
も
確
認
し
た
。

　
委
員
会
メ
ン
バ
ー
か
ら

は
、
①
大
手
の
よ
う
に
万
引

き
監
視
員
や
検
知
機
器
な
ど

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
が
整
っ
て

い
な
い
商
店
街
・
個
店
で
は
、

欠
品
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ

が
万
引
き
な
の
か
ど
う
か
も

把
握
で
き
て
い
な
い
、
②

〝
ご
近
所
〟
ゆ
え
の
顔
見
知

り
客
へ
の
遠
慮
や
、
防
止
策

と
し
て
家
族
の
協
力
を
要
請

す
べ
き
か
ど
う
か
を
商
店
主

が
判
断
し
か
ね
る
実
態
を
ど

う
取
り
上
げ
て
い
く
の
か

な
ど
の
課
題
も
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
商
店
街
と
し
て

空
き
店
舗
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
と
す
る
こ
と
で
、
万
引

き
が
病
気
や
癖
に
な
っ
て
い

る
高
齢
者
を
メ
ン
タ
ル
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
取
り

組
み
な
ど
の
事
例
も
挙
げ
ら

れ
た
。

　
そ
こ
で
今
年
度
は
、
商
店

街
の
店
主
へ
の
調
査
を
行

い
、
参
考
に
な
る
指
針
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の

万
引
き
問
題
と
そ

の
対
応
方
法
に
つ

い
て
の
意
識
と
責

任
を
考
え
る
機
会

を
創
出
す
る
こ

と
、
そ
し
て
実
際

の
行
動
へ
と
つ
な

げ
る
際
の
判
断
材

料
を
具
体
的
に
ま

と
め
る
と
の
方
針

で
一
致
。
実
際
に

く
す
ね
る
際
の
手

口
、
防
止
へ
向
け

て
の
工
夫
や
対
策

例
な
ど
を
共
有
化

す
る
こ
と
で
、
各

商
店
街
や
店
主
が

具
体
的
な
対
策
へ

と
一
歩
踏
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
る

ツ
ー
ル
と
し
て
い

く
。

　
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
小
売
商
業
者
を
対
象

に
、
質
問
項
目
を
「
も
し
も

お
年
寄
り
の
お
客
様
が
商
品

を
く
す
ね
て
い
る
の
を
見
つ

け
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
対
応

す
る
の
か
？
」を
テ
ー
マ
に
、

「
注
意
す
る
の
か
、
警
察
に

届
け
る
の
か
、見
逃
す
の
か
」

な
ど
の
意
識
基
準
も
探
る
。

　
さ
ら
に
、
具
体
的
な
対
策

と
対
応
を
進
め
て
い
る
商
店

街
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
、
東
京

万
引
き
防
止
官
民
合
同
会
議

の
広
報
委
員
長
も
務
め
る
桑

島
都
振
連
理
事
長
の
助
言
も

得
な
が
ら
、
高
齢
者
の
万
引

き
問
題
に
お
い
て
商
店
街
・

個
店
が
地
域
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
役
割
も
提
示
し
て
い

く
。

　
今
年
度
の
委
員
会
メ
ン
バ

ー
は
以
下
の
通
り
。

　
▼
齊
藤
得
彌
　【
委
員
長
】

板
橋
区
振
連
青
年
部
長
＝
商

店
街
大
学
４
期
生

　
▼
大
塚
智
弘
　
世
田
谷
・

下
北
沢
一
番
街
（
振
）
副
理

事
長
＝
商
店
街
大
学
４
期
生

　
▼
長
見
雅
男
　
上
板
橋
北

口
（
振
）
理
事
＝
商
店
街
大

学
７
期
生

　
▼
秋
元
浩
　
渋
谷
・
十
号

通
り
（
振
）
理
事
長
＝
商
店

街
大
学
８
期
生

　
▼
熊
谷
慎
一
　
㈱
全
国
商

店
街
支
援
セ
ン
タ
ー
　
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
＝
商
店
街
大
学


期
生

【
親
が
高
齢
者
の
方
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
】

　
※
子
ど
も
・
青
少
年
は

「
小
学
生
か
ら
高
校
生
」
、

高
齢
者
は
「

歳
以
上
」

Ｑ
１
　
最
近
起
き
て
い
る
万

引
き
件
数
に
つ
い
て
、
正
し

い
と
思
う
も
の

　
全
体
で「
高
齢
者
は
増
加
、

子
ど
も
・
青
少
年
は
減
少
」

が

・
０
％
と
ほ
ぼ
半
数
。

次
い
で「
共
に
増
え
て
い
る
」

（

・
０
％
）
が
高
い
。

　
「
子
ど
も
・
青
少
年
は
増

加
、
高
齢
者
は
減
少
」
は
２

・
０
％
と
非
常
に
少
な
い
。

　
「
わ
か
ら
な
い
」
の
回
答

が

・
０
％
あ
る
。

　
親
と
同
居
・
別
居
で
み
る

と
、
「
高
齢
者
は
増
加
、
子

ど
も
・
青
少
年
は
減
少
」
は

「
親
・
別
居
」（

・
０
％
）

の
ほ
う
が
「
親
・
同
居
」

（

・
０
％
）
よ
り
も

・

０
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

Ｑ
２
　
あ
な
た
ご
自
身
の
親

が
万
引
き
を
す
る
こ
と
は
あ

り
う
る
と
思
う
か

　
全
体
で
「
自
分
の
親
が
万

引
き
を
す
る
こ
と
は
な
い
」

が

・
０
％
と
高
い
。

　
「
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

が
６
・
０
％
、
「
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
」
が
８
・
０
％

と
、
と
も
に

％
に
満
た
な

い
。

　
親
と
同
居
・
別
居
で
み
る

と
、「
な
い
」は
、「
同
居
」

（

・
０
％
）
が
「
別
居
」

（

・
０
％
）
よ
り
も

ポ

イ
ン
ト
高
い
。

　
「
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

は「
別
居
」（
８
・
０
％
）、

「
同
居
」
（
４
・
０
％
）
、

「
ど
ち
ら
と
も
え
な
い
」
は

「
別
居
」
（

・
０
％
）
、

「
同
居
」（
６
・
０
％
）と
、

「
別
居
」
が
、
そ
れ
ほ
ど
で

は
な
い
が
「
同
居
」
よ
り
も

高
い
。

Ｑ
３
　
高
齢
者
が
万
引
き
を

す
る
理
由
は

　
全
体
の
回
答
は
、
「
認
知

症
な
ど
脳
や
神
経
の
病
気
」

（

・
０
％
）が
最
も
多
く
、

「
ふ
だ
ん
の
生
活
が
孤
独
、

さ
び
し
い
と
感
じ
る
こ
と
の

気
分
解
消
」
（

・
０
％
）

が
僅
差
で
、
こ
の
２
項
目
が


％
を
超
え
る
。

　
次
い
で
「
貧
し
く
て
生
活

に
困
っ
て
い
る
」
（

・
０

％
）
が
４
割
を
超
え
、
「
万

引
き
を
す
る
こ
と
が『
く
せ
』

や『
習
慣
』に
な
っ
て
い
る
」

（

・
０
％
）
が
４
割
弱
と

な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
が
万
引
き
す
る
原

因
と
し
て
推
測
さ
れ
る
こ
と

は
、
「
脳
、
神
経
の
病
気
」

「
孤
独
感
、
寂
し
さ
」
と
い

っ
た
精
神
的
な
こ
と
が
高
い

回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　
親
と
同
居
・
別
居
で
み
る

と
、
親
と
別
居
の
「
病
気
」

「
気
分
解
消
」
の
回
答
が
同

数
値
で
あ
る
以
外
は
、
回
答

の
順
位
は
同
順
位
と
な
っ
て

い
る
。

　
複
数
回
答
で
あ
る
が
、

「
親
・
同
居
」
の
ほ
う
が

「
親
・
別
居
」
よ
り
も
回
答

数
が
多
い
。

Ｑ
４
　
高
齢
者
の
住
ま
い
方

が
「
１
人
住
ま
い
」
と
「
家

族（
配
偶
者
や
子
ど
も
世
帯
）

と
同
居
」
で
違
う
こ
と
に
よ

っ
て
万
引
き
を
す
る
人
数
に

違
い
が
あ
る
と
思
う
か

　
全
体
で
は
、
高
齢
者
が

「
１
人
住
ま
い
の
ほ
う
が
多

い
と
思
う
」
（

・
０
％
）

が
高
く
、
「
家
族
と
同
居
の

ほ
う
が
多
い
と
思
う
」
（


・
０
％
）
と

ポ
イ
ン
ト
の

差
が
あ
る
。

　
「
住
ま
い
方
と
万
引
き
に

関
係
は
な
い
と
思
う
」
は


・
０
％
で
あ
る
。

　
親
と
同
居
・
別
居
で
み
る

と
、
「
１
人
住
ま
い
の
ほ
う

が
多
い
と
思
う
」
の
回
答
が

「
同
居
」
（

・
０
％
）
の

ほ
う
が
「
別
居
」
（

・
０

％
）
よ
り
も
高
い
。

Ｑ
５
　
地
域
と
の
交
流
が
あ

る
か
な
い
か
が
「
万
引
き
」

と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
と

思
う
か
（
右
上
の
図
表
参

照
）

　
全
体
で
は
、
「
地
域
と
の

交
流
が
あ
る
人
は
万
引
き
す

る
こ
と
が
少
な
い
」
（

・

０
％
）
が
高
い
。

　
「
交
流
が
あ
る
人
は
万
引

き
す
る
こ
と
が
多
い
」
の
回

答
は
０
・
０
％
。

　
親
と
同
居
・
別
居
で
は
回

答
は
ほ
ぼ
同
傾
向
で
あ
る
。

※
以
上
の
都
振
連
調
査
報
告

書
の
内
容
は
、
都
振
連
Ｈ
Ｐ

（http://www.toshinren.or.
jp

）
に
全
文
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
中
小
企
業
白
書
で

は
、
第
１
部
で
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
動
向
お
よ

び
中
長
期
的
な
経
済
・
社
会

構
造
の
変
化
に
つ
い
て
分

析
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
第
２

部
で
は
、
収
益
力
向
上
へ
の

課
題
と
な
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
販
路
開
拓
」
「
人
材

の
確
保
・
育
成
」
を
解
説
し

て
い
る
。
商
圏
が
狭
い
企
業

で
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
販

路
開
拓
に
よ
っ
て
利
益
を
伸

ば
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

人
材
に
つ
い
て
は
研
究
開

発
、
営
業
、
Ｉ
Ｔ
等
の
分
野

の
専
門
人
材
が
不
足
し
て
い

る
こ
と

な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
と
く
に
第
３
部
で
は
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が

根
ざ
し
て
お
り
、
ま
た
商
店

街
に
関
わ
り
の
深
い「
地
域
」

に
つ
い
て
、
地
域
資
源
の
活

用
や
地
域
社
会
の
課
題
解
決

を
通
じ
た
活
性
化
の
取
組
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
概

要
は
以
下
の
通
り
。

【
第
３
部
　
「
地
域
」
を
考

え
る
―
自
ら
の
変
化
と
特
性

に
向
き
合
う
―
】

●
地
域
資
源
活
用
の
成
功
事

例
を
み
る
と
、
①
地
域
に
お

い
て
多
様
な
主
体
に
よ
る
面

的
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る

（
上
の
第
３
―
１
―
４
図
参

照
）
、
②
広
く
市
場
を
意
識

し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る

な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
地
域
資
源
を
活

用
す
る
際
に
は
、
抱
え
る
課

題
に
応
じ
て
、
市
町
村
や
商

工
会
・
商
工
会
議
所
を
含
む

多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
い

く
こ
と
で
、
課
題
克
服
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
い
え
る

●
市
町
村
や
商
工
会
・
商
工

会
議
所
が
地
域
資
源
の
活
用

に
関
す
る
取
組
を
行
う
な
か

で
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
か
見
て
み

る
と
、
市
町
村
、
商
工
会
・

商
工
会
議
所
と
も
に
、
「
ブ

ラ
ン
ド
力
の
あ
る
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
開
発
」
、
「
販
路
開

拓
」
、
「
地
域
資
源
活
用
方

法
の
検
討
」
、
「
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
開
発
」

な
ど

が
上
位
を
占
め
る

●
成
功
し
た
地
域
資
源
活
用

事
例
に
見
る
地
域
資
源
の
特

徴　
○
「
継
続
的
活
用
の
可
能

性
」

市
町
村
が
関
与
し
た

最
も
成
功
し
た
と
思
わ
れ
る

地
域
資
源
活
用
事
例
に
お
い

て
は
、
活
用
さ
れ
た
地
域
資

源
が
「
継
続
的
に
活
用
可
能

で
あ
る
」
と
回
答
し
た
市
町

村
が

・
７
％
で
あ
る
一
方
、

「
継
続
的
に
活
用
可
能
で
は

な
い
」
と
回
答
し
た
市
町
村

は
わ
ず
か
３
・
９
％

　
○
「
地
域
住
民
の
認
識
」


市
町
村
が
関
与
し
た
最
も

成
功
し
た
と
思
わ
れ
る
地
域

資
源
活
用
事
例
に
お
い
て
、

「
地
域
住
民
の
多
く
が
知
っ

て
い
る
、あ
る
い
は『
資
源
』

と
し
て
認
識
し
て
い
る
地
域

資
源
」
と
回
答
し
た
市
町
村

が
約
５
割
で
あ
る
一
方
で
、

「
地
域
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が

知
ら
な
い
、
あ
る
い
は
『
資

源
』
と
し
て
認
識
し
て
い
な

い
地
域
資
源
」
と
回
答
し
た

市
町
村
は
約
１
割

●
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的

な
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
事

業
者
は
、
取
扱
う
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
、
①
日

本
全
国
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
取

り
扱
う
事
業
者
、
②
地
域
資

源
の
活
用
に
向
け
た
新
た
な

担
い
手
と
し
て
注
目
さ
れ
る

「
地
域
の
商
社
機
能
」
を
有

す
る
組
織

に
２
類
型
化

さ
れ
る
。
と
く
に
②
「
地
域

商
社
」の
担
い
手
と
し
て
は
、

「
協
議
会
、
公
益
法
人
、
商

工
会
・
商
工
会
議
所
等
の
団

体
」
が
６
割
強
、
「
民
間
企

業
」や「
行
政（
市
町
村
）」

も
そ
れ
ぞ
れ
１
割
程
度
を
占

め
る

●
中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産

業
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正

「
地
域
産
業
資

源
活
用
促
進
法
」に
つ
い
て
、

①
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣

言
」
な
ど
市
区
町
村
の
積
極

的
な
関
与
に
よ
る
地
域
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
、
②
小
売
・

ネ
ッ
ト
事
業
者
等
と
の
連

携
、
③
体
験
型
観
光
な
ど
消

費
者
嗜
好
に
合
っ
た
商
品
開

発
・
販
路
開
拓
等

等
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨

年
一
部
を
改
正
。
地
域
資
源

の
価
値
に
気
づ
き
、
広
く
市

場
を
意
識
し
た
販
路
開
拓

（
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
商
品

・
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
含
む
）

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
が

面
的
に
連
携
し
、
参
加
す
る

関
係
者
が
互
い
の
強
み
を
活

か
し
て
弱
み
を
補
完
す
る
関

係
を
構
築
し
て
、
地
域
資
源

の
本
当
の
価
値
を
引
き
出
す

こ
と
を
め
ざ
す

●
観
光
資
源
の
活
用
に
求
め

ら
れ
る
方
向
性

　
○
「
発
信
す
べ
き
地
域
の

魅
力
は
何
で
あ
る
か
」
を
考

え
る
絶
好
の
機
会

外
国
語

に
よ
る
地
域
の
魅
力
の
発
信

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
外
国
語

対
応
等
）
、
観
光
案
内
所
等

に
お
け
る
外
国
語
で
の
観
光

地
案
内
、
旅
館
、
飲
食
店
、

土
産
品
店
に
お
け
る
外
国
語

対
応
等
が
必
要

　
○
「
地
域
ス
ト
ー
リ
ー
作

り
」
に
よ
る
観
光
戦
略

地

域
資
源
を
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

で
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
旅
行
者

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

　
○
実
際
に
来
訪
し
た
観
光

客
の
観
光
消
費
を
地
域
経
済

の
活
性
化
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
た
め
、
観
光
消
費
が
地
域

に
与
え
る
効
果
（
「
観
光
経

済
波
及
効
果
」
）
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
観
光
客

数
、
観
光
消
費
額
単
価
、
域

内
調
達
率

の
３
要
素
そ

れ
ぞ
れ
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
高

め
、
観
光
経
済
波
及
効
果
を

最
大
化
す
る
た
め
の
観
光
戦

略
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要

●
域
内
調
達
率
を
高
め
る
こ

と
の
重
要
性
（
右
上
の
コ
ラ

ム
３
―
１
―
３
①
図
参
照
）


旅
行
先
で
土
産
品
を
購
入

す
る
動
機
に
つ
い
て
、
「
地

場
産
品
で
あ
る
こ
と
」
は


・
５
％
、
「
そ
こ
で
し
か
購

入
で
き
な
い
商
品
で
あ
る
こ

と
」
は

・
２
％
。
原
材
料

を
同
一
市
町
村
内
で
調
達
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を

し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に

よ
り
、
旅
行
者
の
購
買
力
を

強
く
刺
激
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
同
時
に
、
観
光
経
済
波

及
効
果
が
高
ま
る
こ
と
で
地

域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る


